
 

 

本校では，小中一貫教育を生かした異学年集団や地域の人々との協働を通 

し，探究的な学習に取り組んできました。小学校第３・４学年，第５・６学 

年，中学校第１・２学年は複数学年で活動しており，協働の機会を充実させ 

ました。異学年で学習を行うことで，上の学年のリーダー性を育成したり， 

学習を下の学年につないだりすることができます。 

 学校運営協議会を窓口として地域連携をすすめ，積極的に地域へ出たり体 

験したりしています。地域の方から学ぶことを通して，多様な視点から課題 

について考えさせるよう 

にしています。ただ情報 

を収集するだけではなく， 

課題をよりよく改善する 

ため，新たな方法を考え 

たり，地域の方に提案を 

行ったりしています。 

 

 

学校運営協議会には，地域との連携・橋渡し役をお願いし，学習支援体制 

を構築していただきました。地域で活動されている様々な専門の方々に声を 

かけていただき，地域人材バンクに登録していただきました。人材バンクを 

活用したり，学校運営協議会を窓口にしたりして取材・協力の依頼を行うこ 

とで，児童・生徒にとっての豊かな教育環境を作ることができています。ま 

た，コミュニティ・スクール推進員や地域学校協働活動推進員が学校と地域 

との連携の橋渡しになるような活動を行うことで，スムーズに地域と連携を 

することができました。 

地域の方々も地域に対する強い思いがあり，「こういうことを児童・生徒に 

させてみてはどうだろう？」という意見もあります。しかし，本校では「子 

どものやりたいことを応援する」というスタ 

ンスでご協力していただきたいと常にお願い 

してきました。他者から課題を与えられるの 

ではなく，自ら課題を見つけ探究を進める， 

主体性を身に付けるために大切な部分です。 

 

 

 単元末では，これまでの探究の成果を保護者やお世話になった地域の方， 

学校運営協議会の方に発表し，外部に発信します。中学校第３学年は，地域 

の特産野菜を使用した弁当の副菜の開発に関わり，弁当が実際に販売された 

ことなどを発表しました。しかし，課題によっては明確な結果が出ないまま 

単元末を迎えてしまうこともあります。「なぜ結果が出なかったのか？」「次 

はどうすればいいか？」しっかり考えさせます。探究的な学習の目的は，結 

果を出すことだけではなく，その過程で資質・能力の育成を図ることです。 
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【小３・４】育てた野菜を使い，協力して地域のイベント

を開催しました。 

【中１・２】ごみ拾いを行って，出てきた疑問の解説，市

の取組事例を紹介していただきました。 

【中３】町内における，住民支援活動についてのインタ 

ビューや活動を行いました。 

 福富町には，起業家や移住者が多く，魅力的な場所も数多く存在

しています。福富小・中学校職員は「この豊かな地域を活用し，

様々な人と出会い，思いや考えを知ることで，主体的に探究的な学

習を行うことができるのではないか？協働的な学びを展開すること

で福富の地域に誇りをもち，自己の生き方について主体的に考える

ことができるのではないか？」と考え，郷土福富を題材にした探究

的な学習を進めました。３年間で関わっていただいた施設，探究の

対象となった場所などを紹介します。ここには掲載しませんが，こ

の他にも域外で関わっていただいた施設もあります。 

 

 

【小２】どんなものが売られているか，どんな人が働いているか探検して調べました。 

【小５・６】道の駅で開催されたアクアフェスタで，「みんなを笑顔にする」をテーマに，スタ

ンプラリーやワークショップなどを企画し実施しました。 

【中１・２】福富町の観光マップを作成し，掲示していただきました。 

 

ミコシギクは「遺存植物」 

と言われており，広島県内 

では福富町内にしか自生し 

ていないとされている貴重 

な植物です。 

中学生が保全活動を行っていることを知っ

た学校運営協議会が中心となって，専門家や

地域の方と「福富のミコシギクを守る会」を

設立しました。 
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小学校第１学年から中学校第３学年まで同じ形のイメージマップを

使用し，児童・生徒が地域のことをどのように感じているのかを実態把

握しました。個々が地域のよさだと感じていること，地域に対して思っ

ていることを把握することで，異学年集団の実態に合ったテーマを設

定することができました。 

 

 

 

 

      単元導入時           単元末時 

 単元末時に同じイメージマップを書くことで，児童・生徒は，自らの

成長を客観的に感じることができます。 

 

 

テーマを設定した後に，学習活動の流れをまとめたストーリーを可

視化した「単元ストーリー」を作成することで，教職員間の連携ができ，

同じ視点で児童・生徒の資質・能力の育成にあたることができます。 

次に，単元導入時の学習指導案を作成します。ここで大切なのは，児

童・生徒が「やってみたい，探究したい！」と思うような単元との出会

いです。＜※例えば小学校第３・４学年 

学級園を見に行く→大豆が食べられて 

いる！→足跡がある，動物が犯人だ！ 

→…福富の森は豊かじゃないの？＞ 

 ワクワクするような単元との出会い 

が，探究を進める原動力になります！ 

 

 

目指す資質・能力を明確化するため，９年間を系統的に考えたルーブ

リックを開発しました。下図は令和４年度に作成したものです。赤字は 

令和３年度のものを 

変更したところです。 

児童・生徒の実態 

や単元の特徴などに 

応じて，定期的に妥 

当かどうかを検討し 

ていく必要がありま 

す。 

 

 

 

 

 

ルーブリックについてよく言われることは，「子どもたちに具体的なルー

ブリックを提示すれば，子どもたち自身が資質・能力の育成を意識して活

動するのではないか？」ということです。ゴール地点が明確になれば，確

かに進みやすいと思います。しかし，ゴールにたどり着いてしまえば，そ

れ以上の成長を目指して活動を進めることが難しくなることも考えられま

す。進んでいる子どもの成長を止めないためにも，本校では詳細なルーブ

リックは教師側のみがもち，子どもたちにはこのような項目だけを提示す

るという形で進めています。 

 

 

 他のグループの学びの過程が分かるように，「探究ロード」という掲示の

場を設置しました。常に同じ展示をするのではなく，学習の進捗状況に合

わせて変化していく掲示です。また，掲示するだけでなく，児童・生徒が

他者に「見てほしい」と思ったもの等も設置できるようにすることで，主

体的に学ぶ意欲の向上につながり，児 

童・生徒，教員も活用できる場となっ 

ています。小学校第３・４学年は，写 

真や地図で学習の様子を知らせるだけ 

でなく，川グループが川 

で捕獲した生き物を展示 

しています。 

 

 

 小・中の教職員が同じベクトルで探究的な学習を進められるよう，FIT

（Fukutomi Inquiry learning Team）を組織しました。研究推進リーダ

ーを中心に，管理職，研究主任，生活科担当教員などで構成したチームが

主体となり，研究を進めました。ルーブリックの開発や資質・能力の提示

の仕方，児童・生徒の主体性・協働性を引き出す効果的なファシリテート

の在り方についての研修を計画するなど，学校全体で探究的な学習を推進

するために様々な取組を行

いました。 

研修情報の共有や進捗状

況の交流を目的として作成

した研究推進通信もその取

組のうちの一つです。ぜひ福

富小・中学校 HP でご覧くだ

さい。 
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 本校が研究を推進してきた「探究的な学習」は，地域での様々な人たちと

の出会いや体験を大切にして進めてきました。このリーフレットでは，地域

とともに歩んだ３年間を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


